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区
議
会
第
一
回
定
例
会
で
介
護
保
険
制
度
改
定
（
第

７
期
）
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
区
を
質
し
ま
し
た
。 

介
護
保
険
料
負
担

軽
減
の
た
め
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
は

法
的
に
規
制
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、

党
国
会
議
員
団
の
質

疑
に
対
し
、
国
も
そ
れ

を
認
め
て
い
ま
す
。 

一
方
、
国
は
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
は
適

当
で
な
い
と
の
見
解

を
示
し
て
お
り
、
区
が

国
に
追
随
し
同
様
の

判
断
を
し
て
い
る
こ

と
は
問
題
で
す
。 

国
に
対
し
、
国

庫
負
担
割
合
を

抜
本
的
に
引
き

上
げ
る
よ
う
求

め
る
と
と
も
に
、

区
独
自
に
保
険

料
軽
減
の
た
め

に
一
般
財
源
か

ら
の
繰
入
を
検

討
す
べ
き
と
求

め
ま
し
た
。 

区
は
、
生
計
困

難
者
へ
の
負
担

軽
減
策
は
継
続

す
る
が
、
負
担
軽

減
の
た
め
の
一

般
会
計
か
ら
の

繰
入
は
適
当
で

な
い
と
の
見
解

を
示
し
ま
し
た
。

第 1 期 

Ｈ12～ 

Ｈ14 

第 2 期 

Ｈ15～ 

Ｈ17 

第 3 期 

Ｈ18～ 

Ｈ20 

第 4 期 

Ｈ21～ 

Ｈ23 

第 5 期

Ｈ24～ 

Ｈ26 

第 6 期

Ｈ27～ 

Ｈ29 

第 7 期

Ｈ30～ 

Ｈ32 

2940 円 3000 円 4200 円 4000 円 5200 円 5700 円 6200 円

― +60 +1200 -200 +1200 +500 +500 

※基準月額 

第 1期～第 3期 本人が区民税非課税で他の世帯員が区民税課税。 

第 4 期～ 本人が区民税非課税で他の世帯員が区民税課税であり、本人の合

計所得額と課税年金収入額の合計が 80 万を超える方。 

こ
の
間
の
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
区
内
の
介

護
事
業
所
は
重
大
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
第
７
期

の
報
酬
改
定
で
は
、
大
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
が
大

幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
既
に
区
内
の
大
規
模
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
せ
ざ
る
を

得
な
い
等
の
深
刻
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

質
問
で
は
、
事
業
者
の
実
態
把
握
と
介
護
報
酬
引
き
下

げ
の
影
響
を
緩
和
す
べ
く
区
独
自
の
処
遇
改
善
策
を
検

討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

今
改
定
で
は
、
利
用
料
３
割
負
担
の
導
入
、
介
護
認
定

率
抑
制
に
よ
る
給
付
削
減
等
も
計
画
さ
れ
、
介
護
現
場
に

は
重
大
な
影
響
が
及
び
ま
す
。 

区
が
独
自
の
支
援
策
を
拡
充
し
、
制
度
改
悪
か
ら
住
民

生
活
を
守
る
責
務
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
す
。 

第
７
期
（
Ｈ
30
～
32
年
度
）
の
改
定
で
、
杉
並
区
の

介
護
保
険
料
の
基
準
月
額
は
５
７
０
０
円
か
ら
６
２
０

０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
Ｈ
12
年
の
２
９
４
０
円
と
比
較
す
る
と
２

倍
以
上
の
値
上
げ
で
す
。
改
定
の
た
び
に
保
険
料
負
担

は
増
え
続
け
、
高
齢
者
の
負
担
限
界
を
は
る
か
に
超
え

て
い
ま
す
。 

しんぶん赤旗 

2018年 3月 25付け



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

頼りになるお姉さん！ 
 

一番下の子は、間もなく８カ月。ボチボ

チ人見知りを始める時期です。最近、苦労

するのが寝かし付け。私の寝かし付けだと

大泣きで全く寝ません（父が泣きたくなり

ます…）。兄・姉と寝かし付け達人になっ

たつもりでしたが、なぜ？？？ 
 

 
区
が
示
し
た
方
針
で
は
、
阿
佐
谷
地
域
を
代
表
す
る
緑
地
が
大
き
く
削
減
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
近
隣
の
子
ど
も
達
の
利
用
率
が
高
か
っ
た
け
や
き
公
園
プ
ー
ル
も
廃
止

さ
れ
ま
す
。
杉
一
小
跡
地
へ
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
る
大
規
模
商
業
施
設
は
地
域

の
商
売
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

質
問
で
は
地
域
住
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
不
安
の
声
を
紹
介
し
、
区
の
方
針
が
区

民
の
声
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
無
く
決
定
さ
れ
て
い
る
問
題
を
指
摘
。
区
民
の
声
に
基

づ
い
た
計
画
へ
と
見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

４月上旬、日本共産党杉並後援会の一泊二日バス旅行

が行なわれました。５名の区議会議員と野垣あきこ区議

補選予定候補、原田あきら都議、各区議地域の後援会員

総勢１０８名が参加。 
成田山新勝寺、笠森観音などを散策。夕食会では参加

者が出し物を披露。区議団と野垣予定候補、原田都議は

毎年恒例の寸劇を披露。 

党
区
議
団
は
、
区
が
作
成
し
た
文
書
（
上

記
）
な
ど
も
取
り
上
げ
、
区
長
の
発
言
が

自
ら
の
責
任
を
棚
上
げ
し
〝
事
実
に
基
づ

か
な
い
も
の
で
あ
る
〟
こ
と
を
厳
し
く
指

摘
。
謝
罪
と
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。 

区
長
は
〝
商
業
施
設
の
中
身
が
決
ま
っ

て
い
な
い
〟
な
ど
と
自
ら
の
答
弁
を
す
り

替
え
、
謝
罪
も
撤
回
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

区
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
区
長
の
政

治
姿
勢
が
厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。 

 

阿
佐
谷
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、
昨
年
、
杉
並
区
が
示
し
た
杉
並
第
一
小

学
校
等
施
設
整
備
方
針
に
つ
い
て
、
多
く
の
懸
念
や
疑
問
点
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今回は田中

区長による区

政私物化（公用

車問題）をテー

マにそれぞれ

の役を熱演し

ました。交流を

深め、区長線に

向けて、勝利の

決意を固めあ

いました。 
会場は大盛り上がり。左から山田（副区長役）、

くすやま（本人）、野垣（ナレーター）の３名。

 

質
問
に
対
し
、
区
長
が
答
弁
に
立
ち
、
杉
一
小
跡
地
に
建
設
予
定
の
施
設
に
つ

い
て
「
商
業
施
設
な
ど
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
共
産
党
が
住
民
の
不
安
を
煽
っ

て
い
る
」
な
ど
と
、
事
実
に
基
づ
か
な
い
暴
論
を
展
開
。
党
区
議
団
を
攻
撃
し
ま

し
た
。 

「集客力の高い商業施設

などを誘致することで、

（中略）新たなにぎわい

創出に繋がる取組が期待

できます。」と記載。 

さて、そのよう

な事態で大変頼り

になるのがお姉さ

んの存在（４歳）。 
妹を膝にのせ、

トントン叩きなが

ら瞬く間に寝かし

つけてくれます。

親も感心する手際

の良さ！！ 
子ども達の成長

の早さを実感する

日々です。 頼りになるお姉さんです。


